
電話レポート

この章では、生成できる、CSVファイル形式のBATレポートについて説明します。電話とユー
ザデバイスプロファイルの BATレポートはカスタマイズできますが、ユーザ、マネージャ、
アシスタント、およびゲートウェイのレポートは固定の形式のため、カスタマイズすることは

できません。

•電話レポートの生成（1ページ）
•電話レポートの生成（2ページ）

電話レポートの生成
Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）が生成するレポートを使用すること
で、レコードを効果的に管理できます。電話、ユーザ、デバイスプロファイル、マネージャと

アシスタント、およびゲートウェイレコードに関する情報を提供するレポートを作成し、保存

することができます。これらのレポートをファイル名を指定して最初のノードサーバ上のフォ

ルダに保存し、確認および印刷することができます。

電話またはユーザデバイスプロファイルに関するBATレポートは、デバイスフィールドおよ
び回線フィールドのリストから項目を選択することで、特定のニーズに合わせてカスタマイズ

できます。また、レポート内のフィールドの配置方法も選択できます。レポートは、CSVファ
イル形式で生成されます。ユーザ、マネージャ、アシスタント、およびゲートウェイに関する

レポートは固定の形式を持つため、これらをカスタマイズすることはできません。

例

すべての電話番号とそれぞれの電話機モデル別の転送先のリストが必要だとします。その場

合、Cisco Unified IP Phone 7960の電話レポートを生成し、クエリ詳細としてデバイス名、電話
番号、話中転送先、無応答時転送、およびラベルを選択します。[電話番号（DirectoryNumber）]
フィールドの後に [ラベル（Label）]フィールドがあり、その前に 2つの転送先番号があるよ
うに、レポートのフィールドを配置できます。
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電話レポートの生成
電話機および他の IPテレフォニーデバイスに関するレポートを生成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）]> [電話（Phones）]> [電話レポートの作成（Generate Phone
Reports）]の順に選択します。
[電話機レポートクエリ（Report Phone Query）]というウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話機の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスで、[デバイス名
（DeviceName）]や [電話番号（DirectoryNumber）]などの照合するフィールドを選択します。

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスで、[次で始まる（begins with）]、[次を含む
（contains）]、[空白である（is empty）]などの検索条件を選択します。

ステップ 4 [検索（Search）]フィールド/リストボックスで、リスト内のモデル名や電話番号の範囲など、
検索する値を選択または入力します。

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべての電話機に関するレポートを生成するには、

検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップステップ 2（2ページ）～ステップ 5（2ページ）を繰り返します。

検出された電話機のリストが表示されます。

ステップ 6 特定のレポートタイプに関する詳細を選択するには、[次へ（Next）]をクリックします。
[電話レポートの作成（Generate PhoneReport Configuration）]ウィンドウが開いて、選択したク
エリが表示されます。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。ヒント

ステップ 7 [レポートファイル名（Report File Name）]フィールドに、このレポートの名前を入力します
（必須）。

ステップ 8 [使用可能なデバイスフィールド（Available Device Fields）]ドロップダウンリストボックス
で、デバイスアイテムを選択して矢印をクリックすると、そのアイテムがこの [レポート
（Report）]リストの [選択済みのフィールド（Selected Fields）]に移動します。

レポートを生成するには、少なくとも1つのデバイスフィールドを指定する必要があります。
レポートに含める複数のフィールドを選択できます。デバイスフィールドと回線フィールドの

リストについては、「電話および IPテレフォニーデバイスレポート（3ページ）」を参照
してください。

この [レポート（Report）]リストの [選択済みのデバイスフィールド（SelectedDevice
Fields）]内のアイテムの順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下
矢印をクリックすると、そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

電話レポート

2

電話レポート

電話レポートの生成



ステップ 9 [使用可能な回線フィールド（Available Line Fields）]ドロップダウンリストボックスで、回線
アイテムを選択して矢印をクリックすると、そのアイテムがこの [レポート（Report）]リスト
の [選択済みのフィールド（Selected Fields）]に移動します。

レポートを生成するには、少なくとも 1つの回線フィールドを指定する必要があります。レ
ポートに含める複数のフィールドを選択できます。

この [レポート（Report）]リストの [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]内のアイテムの順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下
矢印をクリックすると、そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

ステップ 10 レポートに IP電話サービスフィールドを含めるには、[スピードダイヤルサービス（Speed
Dial Services）]チェックボックスや [IP Phoneサービス（IP Phone Services）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 11 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 12 レポートを生成するタイミングを選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにレポートを生成する場合は [今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後でレポートを生成する場合は [後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 13 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ジョブの設定（JobConfiguration）]ウィンドウを使用して、このジョブのスケジューリングま
たはアクティブ化（またはその両方）を実行します。

次のタスク

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロード/ダウンロード
（Upload/Download Files）]オプションを使用してレポートファイルを検索し、ダウンロード
することができます。

関連トピック

BATログファイル
スケジュールしたジョブの管理

ファイルのアップロードおよびダウンロード

電話および IPテレフォニーデバイスレポート
すべての電話機および IPテレフォニーデバイスに関する電話レポートを生成することも、レ
ポート対象を次のいずれかのオプションに制限することもできます。

• [デバイス名（Device Name）]：フィルタを指定するか、正確な名前を使用します。

• [説明（Description）]：フィルタを指定するか、正確な説明を使用します。

• [電話ロード名（PhoneLoadName）]：フィルタを指定するか、正確な名前を使用します。
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• [デバイスプール（CDevice Pool）]：クラスタ内に設定されているデバイスプールのリス
トから 1つ選択します。

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：クラスタ内に設定されている CSS
のリストから 1つ選択します。

• [ロケーション（Location）]：クラスタ内に設定されているロケーションのリストから1つ
選択します。

• [電話番号（Directory Number）]：フィルタを指定するか、正確な番号を使用します。

電話レポートのタイプを選択した後、レポートに含めるデバイスおよび回線の詳細を選択でき

ます。

次のデバイスフィールドの中から選択できます。

• [AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）]

• [AAR近隣（AAR Neighborhood）]

• [認証文字列（Authentication String）]

• [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

• [コーリングサーチスペース再ルーティング（Calling Search Space Reroute）]

• [証明書の操作（Certificate Operation）]

• [証明書のステータス（Certificate Status）]

• [共通プロファイル（Common Profile）]

•国（Country）

•説明

• [デバイス名（Device Name）]

•デバイスプール（Device Pool）

•デバイスプロファイル

• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]

• [デバイスデフォルトプロファイル（Device_Default Profile）]

• [ダイヤルルール（Dial Rules）]

• [最終ログインユーザ ID（Last Login user ID）]

• [ロード情報（Load Information）]

• [所在地（ Location）]

• [ログイン期間（Login Duration）]
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• [ログイン時間（Login Time）]

• [MLPPドメイン（MLPP Domain）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

• [メディアリソースリスト（Media Resource List）]

• [ネットワーク保留MOH音源（Network Hold MOH Audio Source）]

• [ネットワークロケーション（Network Location）]

• [パケットキャプチャ時間（Packet Capture Duration）]

• [パケットキャプチャモード（Packet Capture Mode）]

•電話テンプレート（Phone Template）

• [プリエンプション（Preemption）]

• [プライバシー（Privacy）]

• [製品（Product）]

• [公開キー（Public Key）]

• [QSIG]

• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

• [セキュアシェルパスワード（Secure Shell Password）]

• [セキュアシェルユーザ ID（Secure Shell User ID）]

• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]

• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]

• [アップグレード終了時刻（Upgrade Finish Time）]

• [ユーザID（ User ID）]

• [地理的な場所（Geo Location）]

• [常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]

• [ボイスメッセージには常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]

次の回線フィールドの中から選択できます。

• [呼び出し表示（Alerting Name）]

•自動応答（Auto Answer）

• [デバイス障害時コーリングサーチスペース（CSS_Device Failure）]

• [CSS_MWI]
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• [コール転送期間（Call Forward Duration）]

• [発呼者回線表示ビット（Calling Line Presentation Bit）]

• [発呼者名表示ビット（Calling Name Presentation Bit）]

• [発呼側プレフィックス番号（Calling Party Prefix Digits）]

• [接続回線表示ビット（Connected Line Presentation Bit）]

• [接続名表示ビット（Connected Name Presentation Bit）]

• [デバイス障害電話番号（Device Failure DN）]

• [電話番号（Directory Number）]

• [不在転送 CSS（Forward All CSS）]

• [不在転送の接続先（Forward All Destination）]

• [話中転送コーリングサーチスペース（外部）CSS（Forward Busy External CSS）]

• [話中転送の接続先（外部）（Forward Busy External Destination）]

• [話中転送コーリングサーチスペース（内部）（Forward Busy Internal CSS）]

• [話中転送の接続先（内部）（Forward Busy Internal Destination）]

• [無応答時転送コーリングサーチスペース（外部）（Forward No Answer External CSS）]

• [無応答時転送の接続先（外部）（Forward No Answer External Destination）]

• [無応答時転送コーリングサーチスペース（内部）（Forward No Answer Internal CSS）]

• [無応答時転送の接続先（内部）（Forward No Answer Internal Destination）]

• [無応答時転送の呼び出し時間（Forward No Answer Ring Duration）]

• [無カバレッジ時転送コーリングサーチスペース（外部）（Forward No Coverage External
CSS）]

• [無カバレッジ時転送の接続先（外部）（Forward No Coverage External Destination）]

• [無カバレッジ時転送コーリングサーチスペース（内部）（Forward No Coverage Internal
CSS）]

• [無カバレッジ時転送の接続先（内部）（Forward No Coverage Internal Destination）]

• [未登録内線の不在転送コーリングサーチスペース（Forward Unregistered External CSS）]

• [未登録外線の不在転送：接続先（Forward Unregistered External Destination）]

• [未登録内線の不在転送コーリングサーチスペース（Forward Unregistered Internal CSS）]

• [未登録内線の不在転送 -接続先（Forward Unregistered Internal Destination）]

• [CTI障害時転送コーリングサーチスペース（Forward on CTI Failure CSS）]
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• [CTI障害時転送の接続先（Forward on CTI Failure Destination）]

• [回線 AAR近隣（Line AAR Neighborhood）]

• [回線 ASCII呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]

• [回線の説明（Line Description）]

• [回線ネットワーク保留MOH音源（Line Network Hold MOH Audio Source）]

• [MLPP無応答時の呼び出し時間（秒）（MLPP No Answer Ring Duration (Seconds)）]

• [ルートパーティション（Route Partition）]

• [セカンダリ不在転送コーリングサーチスペース（Secondary Call Forward All CSS）]

• [ターゲット CSS（Target CSS）]

• [宛先（Target Destination）]

• [ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]

• [パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]

• [不在着信のログを取る（Log Missed Calls）]

• [パークモニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitor Forward No Retrieve
External Destination）]

• [パークモニタリング転送非取得時の接続先（内部）（Park Monitor Forward No Retrieve
Internal Destination）]

• [パークモニタリング転送非取得時のボイスメール（内部）（Park Monitor Forward No
Retrieve Internal Voice Mail）]

• [パークモニタリング転送非取得時のボイスメール（外部）（Park Monitor Forward No
Retrieve External Voice Mail）]

• [パークモニタリング転送非取得時のコーリングサーチスペース（外部）（Park Monitor
Forward No Retrieve External CSS）]

• [パークモニタリング転送非取得時のコーリングサーチスペース（内部）CSS（ParkMonitor
Forward No Retrieve Internal CSS）]

• [パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitor Reversion Timer）]

• [電話番号の URI（1-5）がプライマリ（URI Is Primary on Directory Number (1-5)）]

• [電話番号の URIルートパーティション（1-5）（URI Route Partition on Directory Number
(1-5)）]

• [電話番号の URI（1-5）（URI on Directory Number (1--5)）]
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ダミーMACアドレスを含む電話機リストの生成
ダミーMACアドレスを使用する電話機のリストを生成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）]> [電話（Phones）]> [電話レポートの作成（Generate Phone
Reports）]の順に選択します。
[電話機レポートクエリ（Report Phone Query）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話の検索（Find Phone(s) where）]ドロップダウンリストボックスで、[デバイス名
（Device Name）]を選択します。

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスで、[次で始まる（begins with）]を選択します。

ステップ 4 テキストフィールドに「BAT」と入力します。ダミーMACアドレスを使って追加されたすべ
ての電話機には、BATで始まるデバイス名が付きます。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。デバイス名のテキストが BATで始まり、クエリテキスト
ボックスに表示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。[電話レポートの作成（Generate PhoneReportConfiguration）]
ウィンドウが表示されます。

次のタスク

レポート生成手順を実行します。「電話レポートの生成（2ページ）」に進みます。

「レポートログファイル」を参照してください。

電話レポート

8

電話レポート

ダミーMACアドレスを含む電話機リストの生成

cucm_b_bulk-administration-guide-15_chapter35.pdf#nameddest=unique_141


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


